
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023年２月 2８日 

認定看護師会 

NO.146 

今月の便りは 救急看護認定看護師 山田順一（PHS3319）です 

急性期病院に入院する患者の 3〜１６％に急変が生じると言われています。現在、急性期病院には 

急変対応だけでなく、急変予防が求められています。今回は、急変予防につながる救急外来トリアージ

テンプレート、ならびに「急変予想指標（National Early Warning Score：NEWS）」をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

☞急変予想指標「NEWS」について 

 NEWSは普段計測するバイタルサイン（呼吸回数、経皮的動脈酸素飽和度、体温、収縮期血圧、心拍数、意

識状態）と酸素投与の有無で評価します。NEWS は点数が高ければ高いほど 24 時間以内の予期しない急変、

死亡が起こると明らかにされています。（グラフ参照） また点数とバイタルサイン異常の程度で低・中等度・

高度リスクに分類され、リスクが高いと 30日死亡が上昇すると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用）The abillty of the National Early Warning Score to discriminate patients at risk of early cardiac arrest, unanticipated intensive care unit admission, an d 

death(2012)Gary B Smith et.al・・ 

※NEWS10点だと 24時間以内で 

予期しない急変≒20％ 

死亡≒10％ 

※高度リスクだと 

30日死亡率≒40％ 

NEWSが高いほど急変のリスクは高い！ 

救急外来でのNEWS評価が病棟でも急変予想に活用可能！ 

救急外来と病棟が連携し、急変予防ができるといいですね！予想ができれば急変は怖くない！ 

病棟の救急看護にお悩みがありましたら、ご相談をお待ちしています！ 

☞トリアージテンプレートについて 

 救急外来の記録を見たことがありますか？

2022年より新たな記録を導入しました。 

ここで注目してもらいたいのが 

「NEWS点数」 

「評価：〇〇リスク」   です！ 

経過表で救急外来の 

受診日の「トリアージ記録」

をダブルクリック！ 

経過表 

トリアージ記録 


